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【大学院生　男性　２８歳】
この度、NPO法人ウリハッキョ設立に尽力してくださった青商会の皆様、多くの寄付をしてくださった会員の皆様、ありがとうございました。

経済状況が厳しい家庭をはじめ、優先的に奨学金を受けるべき人たちが多数存在するにも関わらず、NPO法人ウリハッキョにおいて、何よりも弁護士育成を優先して下さったことに対し、感謝の意を禁じ得ません。

それとともに、同胞社会において有能で活力に富んだ弁護士が要求されていることを再認識し、改めてその期待の大きさを痛感しています。

私は奨学金受給に伴い、その期待に応えるべく、司法試験合格のために全力を尽くしたいと決意を新たにしている次第です。

そして、必ず司法試験に合格し、「子どもたちの未来のために、豊かな同胞社会を築く人材を育成する」というNPO法人ウリハッキョの設立趣旨に沿うべく、弁護士として同胞社会をより発展させることで、皆様から受けた恩を返していきたいと思っています。

　重ね重ね、この度はありがとうございました。

【大学院生　男性　２７歳】
　この度はＮＰＯ法人「ウリハッキョ」弁護士育成基金の受給者として採用していただき深く御礼申し上げます。ＮＰＯ法人「ウリハッキョ」の最初の事業として、将来の同胞社会と１人１人の同胞の生活・権利を向上させる人材をまず育成すべきとして設立された本基金の趣旨に積極的に賛同するとともに、青商会を中心とする「ウリハッキョ」の運営に係わる方々、そして何より本基金に賛助・賛同してくださったすべての方々に深く感謝いたします。
本基金からの支援によって、金銭的な負担を感じることなく勉学に勤しむことができ、同胞社会の発展に貢献するための準備をより一層できるようになりました。皆様の期待に応えられるように、まずは目前の新司法試験に合格し、同胞の権利・生活・事業を積極的にサポートできる法律専門家として準備していきたいと思います。そして、「ウリハッキョ」に賛同してくださった方々の熱意に負けないよう、同胞社会を支える人材としての役割を果たしていきたいと思います。

【大学院卒　女性　２７歳】
この度、NPO法人ウリハッキョ第１期弁護士育成奨学金の給付を受けることができ、とてもありがたく思います。

私は、高校の頃、ウリハッキョやウリ同胞の生活を守っていくために、法律の勉強が必要であると考え、弁護士を目指すようになりました。

新司法試験の受験勉強をするには、多大な時間がかかる反面、法科大学院卒業後は、学生の頃のように奨学金の貸与を受けることができない。

そんな中、今回、NPO法人ウリハッキョのたくさんの会員の方の力により支援を受けることができ、感謝しています。

この奨学金は、豊かな同胞社会を目指す同胞の熱い思いにより集められたお金だと思います。
そのような大切な奨学金の第1期奨学生として、必ず、新司法試験に合格し、同胞たちの思いに答えられるよう、勉学に励んでいきます。

そして、私は、同胞たちの住みよい社会を作るため、日本と同胞社会の架け橋になれる、地域社会に根ざした弁護士を目指し、より快適な同胞社会作りに貢献したいと考えています。

そのためにも、一日でも早く弁護士になれるよう、頑張ります。

【大学院卒　女性　２７歳】

　私は、今年3月に関西学院大学法科大学院を卒業し、5月に新司法試験を受けましたが、残念ながら落ちてしました。今は今回の試験の結果を真摯に受け止め、来年行われる試験に必ず合格すべく、受験勉強に励んでいます。

　私が、弁護士になろうと決意したのは、日本社会においても「在日朝鮮人」としての誇りを持って、堂々と暮らせるようこれまで私を育ててくれたウリハッキョや同胞社会を守りたい、今まで受けてきた恩に報いたいと思ったからです。

　試験に落ち、自分に対する悔しさや情けなさ、ショックを受けましたが、今回「NPO法人ウリハッキョ」より特別奨学金給付の対象者となったこと、周りのトンムや同胞達が今までと変わりなく応援してくれいることに、私は１人で受験勉強をしているのではなく、多くの同胞に助け、支えられ受験勉強をしていると再認識しました。これから試験まで8ヶ月ありますが、勉強に詰まったときは多くの同胞に支えられているという事実を思い出し、来年の合格に向け、全力を尽くします。

【大学院生　男性　２７歳】

　この度、同胞弁護士育成事業により、奨学金を支給していただけることについて、理事長並びに会員の皆様に心から感謝を申し上げます。また、皆様の期待と信頼に答えられるよう、今後、一層勉強に励んでいきたいと決意を新たにするしだいです。

　私は、現在、朝鮮大学校研究院に所属しながら立命館大学法科大学院に通い、弁護士になることを目指しています。近年、在日同胞社会に対して行われる各種多様の弾圧と差別が、「法」の名の下に正当化されている現状に鑑みると、「法」をもってそれに対抗する力が必要不可欠の思いで、今の道を選択しました。　

　来年３月には今いる法科大学院を卒業し、５月に新司法試験を受験する予定です。合格の壁は高く、道は厳しいものですが、良い結果が出せるよう全力を尽くしていきます。そして、一日でも早く弁護士となって、同胞社会の固守・発展に尽力できるよう決意するしだいです。

　この度、奨学金の支給を受けるにあたって、理事長から、どのような形であれ、必ず同胞社会に貢献する人材になることが重要だとの、お言葉をいただきました。支給していただける奨学金にも、そのような会員の皆様の期待と信頼が込められていることだと存じます。

にもかかわらず、まだまだ未熟な私に、そのような期待から奨学金を支給してくださったことについて、この場をかりてあらためて感謝を申し上げるとともに、その期待に背くことがないよう誓いを立てるしだいです。

今後も、皆様によるご指導、ご鞭撻のほどをお願い申し上げます。
【大学院卒　女性　２５歳】
　私はこの度、ＮＰＯ法人ウリハッキョ・弁護士育成基金の第一回受給生となりました。このことは私にとって身に余る光栄であるとともに、新たな決意を芽生えさせてくれる出来事となりました。

ＮＰＯ法人ウリハッキョは、その名称にも現れていますが、在日同胞社会の次世代を育んでいく新しい形の「ウリハッキョ」であると感じています。同胞子女達が自らのルーツをしっかりと認識しながら、在日同胞コミュニティ・地域社会・世界の舞台で活躍できるようにバックアップしていくこと。このように高尚で夢の溢れるＮＰＯ活動は他に類をみないと思います。

今回私は、「弁護士を目指している在日同胞学生」というただそれだけをもって、ＮＰＯ法人ウリハッキョ・弁護士育成基金へ応募することができました。このように手放しで受け入れてくれる奨学金制度は、世の中のどこを探してみても存在していません。新司法試験受験生にとって、これほど心強い制度はありません。

また面接の場では、先生方が、つたない私の言葉にも耳を傾けて下さいました。第一回目の受験に失敗した私は、世間的にみれば「負け組」の部類に属すると思います。合格の可能性も低く、将来性に欠けると即断されても返す言葉がないのが現状であります。しかし、そのような私の言葉であっても、先生方は真摯に受け止めて下さいました。このことだけでも、どんなに嬉しく、励みになったか分かりません。

先生方が私の言葉を受け止めてくださった背景には、ＮＰＯ法人ウリハッキョを支える多くの先生方の想いがあると考えました。多くの先生方は、ただ単純に「私が弁護士になること」を望んでおられるのではありません。弁護士育成基金を通じて、同胞社会が弁護士を育てる。その弁護士が今度は同胞社会を助ける。そのような未来を紡ぎ出すために、新司法試験受験生を支援し、その結果を待ち望んで下さっているのだと思いました。

このような先生方の想い。それは私にとって、数年後になって初めて分かる想いであるかもしれません。社会に進出し、仕事をして、家族を養い、子供をウリハッキョに送ってこそ初めて分かる苦労があり、その苦労の中でこそ芽生える想いであるかもしれないと考えるからです。ましてやこの不況の中、弁護士育成基金という寄付活動を行うことがどんなに困難であることか、想像を絶するものがあると思います。

沢山の人の想いが詰まった弁護士育成基金を受給するということに、正直気後れがない訳ではありません。しかし、私の志は多くの先生方の想いと重なる部分があり、未来を紡ぎだす活動に関わっていけることは誇りでもあります。初心を忘れず、今後とも勉学に励みたいと思います。そして必ずや良い報告ができるように、最後まで新司法試験に挑んでいきたいと思います。この度は本当にありがとうございました。コマッスミダ。

【大学院卒　男性　２９歳】
この度は、NPO法人ウリハッキョ弁護士育成特別奨学生として採用していただき、ありがとうございました。
私は今年の春、法科大学院を卒業し、宮城県仙台市にて新司法試験浪人をしております。
前回受験によって蓄えは使い果たしたし、試験にも落ちたショックもあるしで、生活は苦しいです。しかも、社会的には「イイ年齢」であるし、法務博士という「無駄に高学歴」であるということもあり、アルバイトさえもなかなか決まらない今日この頃です。
将来への不安が漠然とした闇となって、眠りを妨げる毎日です。
なぜ、俺はこの道を選んでしまったのだろうか。
過去の決断を責め続ける毎日であります。
他の人は、後輩でさえも合格しているのに、なぜ自分はできないのだろうか。
自分の無能さを嘆く毎日であります。
そんな毎日の、ごく個人的な悩みの渦の中にいた私にとって、今回の採用決定は大きな励みになりました。
それは、経済的な助けになるとかよりも、もっと大きな、自分が同法社会に守られているのだという安心感や、同法社会への還元という、明確な人生の目標・動機があることを確認したことです。
先日、とある青商会の先輩から、この事業が始まるまでのプロジェクトXを聞きました。
不景気にあえぐ日本経済の中で、青商会のメンバーも苦しんでいること。
それでも「聖なる事業」として、惜しむそのカネを我々に投じたこと。
1世の先達たちの姿そのままに、投じたカネの先に、同法社会の未来を見たこと。
私は、自分の原点を見つめなおしました。
そして、この道を選んだ当初の動機に、大義に立ち返ることができました。
本当にありがとうございました。
私も、早く先輩方の同志になれるよう、一生懸命勉強します。
私の後に続く後輩たちのことも、よろしくお願いいたします。
【大学院生　男性　２７歳】

　はじめに、この度はNPO法人ウリハッキョ・在日同胞弁護士育成奨学生として採用していただき、心より感謝致します。私が大学院において勉学に励むことができるのも、金勝一理事長を初めとする諸先輩方の温かいご支援があるからに他なりません。この場をお借りして、改めてお礼申し上げます。

　私は、2008年４月に法科大学院に入学しました。小学校から大学に至るまで一貫してウリハッキョで学び、在日同胞に対する差別を幾度となく目の当たりにする中、このような差別問題を是正し、在日同胞の権利利益を擁護したいという想いから、日々、法曹になるための勉学に努めています。
　現在、同胞社会を取り巻く環境は複雑で、一見して「差別」と判断できないような「差別の潜在化」が図られています。日本当局による一連の強制捜査等の例を見ても明らかなように、日本当局は「法律」を盾に在日同胞に対する弾圧を正当化し、メディアによる扇動的な報道によって巧みな情報操作を行っています。このような法の濫用に対しては、法的手段によって対抗することが効果的であると考えます。そして、在日同胞の確固たる社会的地位を確立するためには、既得権の擁護のみならず、新たな権利を獲得する必要があります。その意味で、法的手段をもって一役を担うことができるのであれば、微力ながら尽力したいという一心で法律知識の習得に励む次第です。
大学院における学習も2年目に入り、来年には卒業を迎えることになりますが、法曹資格を得るためには卒業後の司法試験に合格しなければなりません。現段階においては大学院でのカリキュラムにあわせた学習に駆られ、失敗の連続から司法試験合格への不安を抱くこともあります。しかし、法曹資格を得ることは、あくまで前述のような目的を達成するための手段に他なりません。机上の勉強において失敗を積み重ねようと、この失敗を糧として勉学に励む所存です。

　最後に、在日同胞弁護士育成奨学生としての自覚のもと勉学に励むと共に、NPO法人ウリハッキョの活動の発展に寄与し、後輩たちへ引き継ぐために全力を尽くしていきたいと考えます。そして、これまで応援し支えて下さった諸先輩方や、数々の成果を挙げ同胞社会に貢献してこられた先輩方の名に恥じぬよう、法曹資格という手段をもって同胞社会に貢献していくことを決意する次第です。
　至らぬ部分も多々ありますが、ご指導、ご鞭撻のほどよろしく申し上げます。

【大学院生　男性　２８歳】
　まずは，今回，NPO法人ウリハッキョ第1期奨学生という名誉ある地位に選んでいただけたことを嬉しく思い，そして，後輩のため，大きな力をお貸しいただき，援助してくださったNPO法人ウリハッキョ理事長を始めとする会員の皆様方に重ねて感謝したいと思います。本当にコマプスムニダ。

　私は現在，法科大学院にて，弁護士を目指し勉強している身でありますが，日頃，自分がウリハッキョや在日同胞社会のために何もできていないこと，そして，何より自分が無力であることに苛立ちを感じ，自分に対する憤りすら覚えていました。そのような中で，今回，在日同胞社会，そして，ウリハッキョの未来をどうにかして守り続けよう，そのための弁護士を育てようと，私のような未熟な学生を応援してくださる会員の皆様の暖かく，そして熱いお気持ちを知り，自分自身に恥ずかしさを覚え，それと同時に，勇気をもらいました。

　そもそも，私が弁護士を目指そうと思うようになったきっかけは，「将来の在日コリアンの子供達が，そして，在日同胞達が，堂々と日本社会で『普通の生活』を送られるよう，自分の身を捧げたい」という思いからでした。

しかし，机に向かう毎日を過ごしていると，自分の動機や初心というものを忘れてしまいがちで，私自身も知らず知らずのうちに初心を見失ってしまっていたように思います。このような未熟な自分に気付かせてくれ，そして，もう一度初心に戻るよう諭し，勇気と力を与えてくれたのが，貴法人ウリハッキョの会員の皆様の熱いお気持ちであると思っています。

　皆様の暖かく，そして，熱いお気持ちに応えられるよう，これから残された受験生活に，全身全霊でぶつかっていこうと思います。そして，合格後は必ず，自分の持てる全ての力を注いで在日同胞社会，そして，子供達の未来を明るくすべく身を捧げ，皆様に恩返ししたいと思います。これからも，ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

　最後に，もう一度，NPO法人ウリハッキョ理事長をはじめとする会員の皆様方の暖かく，熱いお気持ちに感謝するとともに，初心を忘れずに在日同胞社会に貢献できる弁護士となることを固く誓いたいと思います。本当にコマプスムニダ。

【大学院生　男性　２８歳】

私は今、関西のある法科大学院に通っています。今年で3年目になり、大学院生活も佳境に入ってきました。来年の5月には新司法試験を迎えます。
昨今、在日同胞の地位と権利を取り巻く状況は複雑になっています。在日外国人の在留制度の見直しや参政権付与を巡る議論が活発になる一方で、「在特会」などの右翼・保守派の草の根運動が浸透し、誤解と偏見に基づく新たな差別が広まりつつあります。また、日本のマスコミを媒体にして朝鮮半島情勢が同胞社会に大きな影響を与え、在日同胞のアイデンティティを揺るがす事態に陥っています。他方で、高齢者無年金訴訟での不当判決や、朝鮮学校処遇に改善が見られないなど、未だに多くのハンディを抱えています。

このような情勢の中で、私は在日同胞の権利を擁護する弁護士になろうと勉強を始めました。しかし、法科大学院で3年目を迎えながら、自分が何のために弁護士になるのかということを、改めて考え直し、追及するようになりました。勉強は思った以上に面白くなく、地道な努力と根気を必要とし、想像以上に辛いものでした。勉強するのが嫌になったり、投出したくなったりしたことは何度もありました。期末試験の成績が悪く、学校の成績や試験に向けた準備状況と、自分の問題意識・志望動機とがあまりにもかけ離れている現状に、苛立ちを覚え、心が折れそうになったこともありました。その度に、自分がなぜ弁護士になろうとしたのか、その動機に立ち返って心を奮い立たせてきました。その過程で、ただ単に「同胞社会のために」という漠然としていた動機が、徐々に自分の身近なものとなり、より具体的になってきました。
今回、私は「ウリハッキョ」の奨学金を受けることになりました。

NPO法人「ウリハッキョ」が数多くの同胞の希望と期待を込めて設立されたことを知りました。通常、民間の奨学金の場合、財源が確保された財団法人や企業などを通してなされることを考えると、NPO法人「ウリハッキョ」の設立に込めた会員の皆様の熱い気持ちを感じます。

奨学生として選考されたことを光栄に思います。思い起こせば、大学院入学前は家庭の経済状況からして、莫大な学費と生活費をどうやって工面するか悩み、憂鬱な日々を過ごしたこともありました。事実、少なくない学生が財政的な問題のために頭を悩ませています。そのような中で、「ウリハッキョ」の奨学金を受けるようになり、暖かい激励と援助に対して、心から感謝しています。今は、受けた恩に背くことのないよう、より一生懸命勉強して必ず司法試験に合格するという決意に燃えています。

受験まで1年を切りました。今年の結果は非常に厳しいものとなりが、歯を食いしばって頑張っていきたいと思います。

【大学院生　男性　２２歳】

NPO法人ウリハッキョからの奨学金を受けることになり、本当に感謝しています。

このような財政的な援助を受けるからには、まずは2年半後の新司法試験に向けて、これまで以上に勉強に専念し、合格を勝ち取るつもりです。

NPO法人ウリハッキョの設立、事業内容を知ったときはとても驚いたことを覚えています。奨学金を得るチャンスがあり嬉しいというよりも、弁護士を志望する僕らに、在日同胞弁護士育成のためと、多くの方々が集まってくださり、顔も知らない僕らのために寄付をしてくれる、ということにただ感銘を受けました。

このNPO法人ウリハッキョがどのような気持ちで設立されたのか、この奨学金が決して簡単に集まったものでないことを直に噛みしめ、自分に期待を持ってくれている方々に恥じぬように、しっかりと自分の足場を固めていきます。学業が上手くいかない時も、原点に戻り、自分は自分一人のためだけに弁護士になろうとしているわけではないことを自覚し、プレッシャーではなくモチベーションの一部として、この奨学金を受けたいと思っています。

弁護士になってからは、弁護士としての能力を向上させつつ、自分を育ててくれた同胞社会に貢献できるよう尽力し、また、このNPO法人ウリハッキョの事業が10年、20年と永続するよう、自分も本事業に関わっていきたいと思います。

ウリハッキョや同胞社会を守ること、そして、同胞社会を豊かにするよう色々な方面から権利や制度などを創造していくことを念頭に、情勢を見極めながらこれからも学んでいきます。

【大学院生　男性　２６歳】
　この度は、「NPO法人ウリハッキョ」第1期弁護士育成事業の特別奨学金を給付していただくことになり、真にありがとうございます。

　私が当該奨学金の話を初めて聞いたのは、確か昨年の春ごろだと記憶しております。

青商会が中心となり、在日同胞社会と民族に貢献する人材を育成するためのサポートを展開していくNPO法人が設立されること。そして、最初の活動として若手弁護士を育成する奨学金制度を展開していくということを初めて聞いたとき、私は多くのことを考えさせられました。

まず、感じたことは、経済的支援のありがたさです。ロースクールに在籍した３年間もちろんですが、特に卒業後はロースクール自体の奨学金制度が利用できないため、経済的負担の圧迫はすさまじいものになります。その中で支給される特別給付金は、本当に、本当に経済的にありがたい活力になります。

次に、在日朝鮮人弁護士に対する期待の大きさです。今まで在日の弁護士が活躍する場としては、主に同胞に対する憲法上の権利侵害や、ウリハッキョや総連組織に対する差別・圧迫などに対する活動を想像していました。しかし、今回の奨学金制度の設立は、身近な社会生活上の法的なサポート、特に中小企業に関する法的支援にこそ、同胞のために尽力することのできる弁護士が切実に必要とされていることを、直接肌で感じることができました。

そして、特に面接の場で強く感じたことは、今回の弁護士育成事業にこめられた想いの強さです。面接に応じてくれたソンセンニンたちの言葉や姿を通じて、この奨学金が決して容易に準備されたものではないということを再確認できました。不況のなか日本の経済界以上に苦しい財政的状況にある同胞の中小企業がどのような思いで寄付金を捻出し、どのような思いでそれを奨学生に託すのかを肌で感じることができたのです。

その想いに応えるには、どんな感謝の言葉を述べることよりも、一日も早く新司法試験に合格し、実際に弁護士として一緒に活動していくという結果で表すしかないと思います。そのためにも、今回の奨学金を経済的・精神的な励みにして、必死で勉強していくしかありません。

このたびは、真に、真にありがとうございました。
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